
静
粛
の

中
、
第
一

部

は

13

時

に

開

会
、
国
歌

斉
唱
、
校

長
式
辞
、

東
京
都
教

育
委
員
会

挨
拶
、
来

賓
祝
辞
、

同
紹
介
、

生
徒
代
表
挨
拶
、
校
歌
斉

唱
後
、
閉
式
。
第
二
部
は

生
徒
の
演
技
披
露
で
軽
音

楽
部
、
吹
奏
楽
部
、
ダ
ン

ス
部
が
体
全
体
で
祝
っ
た

後
、
学
校
紹
介
ス
ラ
イ
ド

（
こ
の
10
年
間
の
光
丘
高

校
）
を
観
て
、
閉
会
し
た
。

【
出
席
者
名
】

東
京
都
議
会
議
員
高
橋

か
ず
み
代
理
　
片
岡
和
子

同
山
加
朱
美
代
理
　
薮

塚
　
香
　
同
　
柴
崎
幹
男
　

同
　
松
村
友
昭
　
東
京

都
教
育
委
員
会
教
育
委
員

遠
藤
勝
裕
　
中
部
学
校
経

営
支
援
セ
ン
タ
ー
支
所
長

兼
経
営
支
援
室
長
　
藤
井

大
輔
　
教
育
庁
総
務
部
教

育
政
策
課
教
育
政
策
担
当

課
長
　
荒
川
元
邦
　
中
部

学
校
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

支
所
学
校
経
営
支
援
担
当

課
長
　
永
森
比
人
美
　
同

学
校
経
営
支
援
主
事
　
才

郷
博
光
　
東
京
都
公
立
高

等
学
校
長
協
会
副
会
長

佐
々
木
正
文
　
第
９
代
校

長
　
高
橋
伯
也
　
第
10
代

校
長
　
遠
藤
文
雄
　
第
11

代
校
長
　
竹
浪
隆
良
　
元

東
京
都
議
会
議
員
（
光
が

丘
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
会
長
）

石
川
芳
昭

光
が
丘
地
区
連
合
協
議
会

会
長
　
高
橋
司
郎
　
同
副

会
長
　
阿
瀬
見
　
宏
　
光

が
丘
新
聞
社
代
表
取
締
役

西
本
幸
子
　
練
馬
区
青

少
年
育
成
光
が
丘
地
区
委

員
会
副
会
長
　
立
松
敏
勝

光
が
丘
壮
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
理
事
長
　
小
山

邦
男
　
練
馬
区
立
豊
渓
中

学
校
長
　
日
下
石
直
美

練
馬
明
る
い
社
会
づ
く
り

の
会
理
事
　
木
村
太
一

練
馬
区
青
少
年
育
成
第
六

地
区
委
員
会
会
長
　
久
保

ミ
サ
子
　
光
が
丘
第
一
自

治
会
会
長
　
田
島
勝
弘

同
窓
会
事
務
局
書
記
・
会

計
　
加
藤
竜
吾
　
Ｐ
Ｔ
Ａ

副
会
長
　
鈴
木
美
栄
子

旭
町
二
丁
目
町
会
会
長
　

久
保
忠
幸
　
旭
町
三
丁
目

町
会
会
長
　
橋
本
　
正
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
　
新
城
深

香
　
同
窓
会
会
長
　
樋
口

賢
　
同
副
会
長
　
木
田
明

男
　
同
書
記
・
監
査
　
佐

藤
郁
子
　
同
監
査
　
儀
保

創
　
平
成
19
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
大
城
順
子
　
平
成

20
年
度
同
　
美
和
千
鶴
子

平
成
21
年
度
同
　
竹
内

明
美
　
平
成
23
・
24
年
度

同
　
千
場
淳
子
　
平
成
25

年
度
同
　
徳
田
富
貴
子
　

平
成
26
年
度
同
　
西
村
ゆ

か
り
　
東
京
都
立
文
京
高

等
学
校
長
　
久
保
　
淳

同
北
園
高
等
学
校
長
　
牧

野
　
敦
　
同
高
島
高
等
学

校
長
　
近
藤
　
剛
　
同
桐

ヶ
丘
高
等
学
校
長
　
大
場

充
　
同
王
子
総
合
高
等

学
校
長
　
庄
司
一
也
　
同

板
橋
有
徳
高
等
学
校
長

竹
村
恭
一
　
同
大
山
高
等

学
校
長
　
小
山
秀
高
　
同

鷺
宮
高
等
学
校
長
　
石
坂

敦
子
　
同
石
神
井
高
等
学

校
長
　
川
嶋
直
司
　
同
井

草
高
等
学
校
長
代
理
副
校

長
　
小
高
潤
子
　
同
練
馬

高
等
学
校
長
　
倉
本
武
雄

同
大
泉
桜
高
等
学
校
長
　

中
山
善
弘
　
同
第
四
商

業
高
等
学
校
長
　
永
浜
裕

之
　
同
練
馬
工
業
高
等
学

校
長
　
宮
下
義
弘
　
同
豊

島
高
等
学
校
長
　
林
　
眞

司
　
練
馬
区
立
田
柄
中
学

校
長
　
宮
古
　
登
　
同
光

が
丘
第
一
中
学
校
長
　
境

田
　
聡
　
同
光
が
丘
第
二

中
学
校
長
　
安
井
　
実
　

同
光
が
丘
第
三
中
学
校
長
　

眞
々
田
　
透
　
同
石
神

井
東
中
学
校
長
　
堀
井
安

伸
　
同
旭
町
小
学
校
長
代

理
主
任
教
諭
　
中
野
祥
子

同
光
が
丘
四
季
の
香
小

学
校
長
　
富
澤
素
子
　
同

光
が
丘
春
の
風
小
学
校
長

代
理
副
校
長
　
濱
中
　
一
　

同
光
が
丘
秋
の
陽
小
学

校
長
　
関
川
　
健
　
東
京

都
立
足
立
西
高
等
学
校
長

宮
川
隆
史
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

遠
藤
良
一
　
同
書
記
　
高

橋
公
代
　
松
本
真
由
美

同
会
計
　
中
川
原
よ
し
子

永
瀬
信
子
　
同
会
計
監

査
　
堀
　
則
子
　
工
藤
京

子

光
が
丘
地
区
初
の
教
育
施
設
と
し
て
創
立
し
た
光
丘
高
校

が
40
周
年
を
迎
え
、
10
月
23
日
、
記
念
式
典
な
ど
を
開
催
し

た
。
同
校
は
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
４
月
練
馬
区
や
地

元
の
方
々
の
熱
望
に
応
え
、
世
田
谷
工
業
高
校
の
敷
地
内
に

あ
っ
た
旧
附
属
中
学
校
校
舎
で
開
校
、
同
年
11
月
26
日
か
ら

現
在
地
（
東
京
都
旭
町
２
ー
１
ー
35
）
で
授
業
を
開
始
し
た
。

こ
の
間
、
12
名
の
校
長
、
卒
業
生
は
、
今
春
の
37
期
生
ま
で

１
万
３
７
７
名
を
輩
出
す
る
。

服部幸一郎12代校長が804名の生徒と来賓者たち70名に式辞

教
育
目
標
は
信
愛
・
気
魄
・
創
造

校樹である月桂樹の
葉をもって光丘の「光」
の文字を図案化し、中
央に太陽を置き、あわ
せて光丘の象徴とし
た。葉の部分は一年中
変わることのない月桂
樹の深緑色。一葉一葉
の葉脈が立体感をそ
え、美しく格調高い筆
法で描かれている。中
央の太陽は未来への希
望を思わせる茶金色。
深緑の葉と調和し全体
に落ち着いた図案とな
っている校章。



第
七
地
区
祭
が
田
柄
小

で
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10

月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
。

名
物
の
餅
つ
き
や
、
田
柄

中
央
・
ハ
ッ
ス
ル
通
り
・

田
柄
神
明
商
店
会
、
田
柄

共
栄
有
志
会
の
模
擬
店
、

青
空
市
が
並
び
、
子
ど
も

神
輿
・
お
囃
子
、
田
柄
中

吹
奏
楽
団
・
田
柄
二
小
和

太
鼓
の
演
奏
、
的
抜
き
ピ

ッ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
・
輪
投

げ
、
カ
ラ
オ
ケ
が
例
年
通

り
行
わ
れ
た
が
、
今
年
は

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
中
止
と
な
っ

た
。

光
が
丘
四
季
の
香
小

（
校
長
　
富
澤
素
子
）
で

開
校
５
周
年
集
会
が
10
月

19
日
開
か
れ
、
全
校
児
童

４
５
６
名
が
校
庭
で
職
員

た
ち
と
風
船
を
空
に
放
っ

た
。
そ
の
瞬
間
、
強
風
が

吹
き
、
青
一
色
の
中
に
飛

ん
で
い
っ
た
。
児
童
た
ち

の
歓
声
が
喜
び
を
含
ん
で

い
た
。

先
月
９
日
、
光
が
丘
地

区
連
合
協
議
会
30
周
年
記

念
講
演
会
を
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
た
。
出
演

し
た
青
森
県
鯵
ヶ
沢
の
、

強
風
被
害
に
つ
い
て
ふ
れ

た
と
こ
ろ
義
援
金
が
８
万

７
７
０
９
円
集
ま
り
寄

付
。
同
県
よ
り
光
連
協
へ

お
礼
状
が
届
い
た
。

１
９
８
６
（
昭
和
61
）

年
４
月
開
校
、
２
０
１
０

年
光
が
丘
第
一
・
第
二
・

第
三
・
第
四
・
第
五
・
第

六
・
第
七
・
田
柄
第
三
小

の
８
校
が
適
性
配
置
に
よ

り
４
校
に
統
廃
合
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
第
一
小
は

光
が
丘
四
季
の
香
小
に
、

第
二
小
は
学
校
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
・
防
災
セ
ン
タ

ー
等
、
第
三
小
は
ア
オ
バ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

校
、
第
四
小
は
光
が
丘
春

の
風
小
に
、
第
五
小
は
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
・
文
化
交
流
ひ
ろ
ば
、

第
六
小
は
光
が
丘
夏
の
雲

小
、
第
七
小
は
光
が
丘
病

院
建
設
予
定
、
田
柄
第
三

小
は
、
光
が
丘
秋
の
陽
小

と
な
っ
て
い
る
。

元校長、副校長の皆さん

ハープ演奏も思い出話に花が咲く

卒業アルバムからの資料

重田三夫元校長

待望のもちつき

飛んだ飛んだ7色の風船（光が丘四季の香小）

子ども神輿はお囃子の前で高く上げる

1回100円の金魚すくい

義
援
金

約
８
万
円
も

開
校
５
周
年

風
船
飛
ば
し

光
が
丘
第
七
小
学
校
で
24
年
間
児
童
た
ち
を
育
ん
で
き
た

校
舎
が
今
年
30
年
を
迎
え
た
。
跡
地
に
は
来
年
光
が
丘
病
院

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
見
納
め
に
な

る
だ
ろ
う
と
、
旧
光
七
小
ま
ぼ
ろ
し
の
30
周
年
の
集
い
が
、

10
月
17
日
、
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
参
加
無
料
で
予
算
の
な

い
茶
話
会
。
手
作
り
の
温
も
り
の
中
、
集
ま
っ
た
元
校
長
・

副
校
長
（
教
頭
）、
役
員
、
卒
業
生
た
ち
が
旧
交
を
温
め
た
。



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
五
日
（
木
）
五
年
社

会
科
見
学
◇
六
日
（
金
）

安
全
指
導
◇
十
三
日
（
金
）

〜
十
四
日
（
土
）
学
芸
会

◇
十
八
日
（
水
）
避
難
訓

練
【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
五
日
（
木
）
就
学
時

健
康
診
断
◇
六
日
（
金
）

四
組
合
同
運
動
会
。
四
組

個
人
面
談
◇
十
二
日
（
木
）

安
全
指
導
。
四
組
数
珠
玉

採
取
。
委
員
会
活
動
◇
十

八
日
（
水
）
避
難
訓
練

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
五
日
（
木
）
避
難
訓

練
◇
六
日
（
金
）
二
・

四
・
六
年
ク
リ
ー
ン
運

動
。
委
員
会
活
動

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
五
日
（
木
）
安
全
指

導
。
就
学
時
健
康
診
断
◇

十
日
（
火
）
避
難
訓
練
。

五
年
起
震
車
体
験
◇
十
二

日
（
木
）
開
校
記
念
日
◇

十
四
日
（
土
）
学
校
公
開

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
五
日
（
木
）
避
難
訓

練
。
委
員
会
活
動
◇
十
日

（
火
）
一
・
二
・
三
・
四

年
あ
ん
し
ん
教
室
◇
十
九

日
（
木
）
就
学
時
健
康
診

断

【
赤
塚
新
町
小
】

◇
九
日
（
金
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
十
二
日
（
木
）
避

難
訓
練
◇
十
三
日
（
金
）

フ
レ
ン
ド
班
活
動
◇
十
四

日
（
土
）
親
子
ス
ポ
ー
ツ

大
会【

田
柄
小
】

◇
十
二
日
（
木
）
ク
リ

ー
ン
運
動
◇
十
三
日
（
金
）

避
難
訓
練
。
委
員
会
活
動

◇
十
四
日
（
土
）
学
校
公

開
◇
十
九
日
（
木
）
就
学

時
健
康
診
断

【
田
柄
第
二
小
】

◇
九
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
十
四
日
（
土
）
道

徳
地
区
公
開
講
座
。
六
年

薬
物
乱
用
防
止
教
室
◇
十

六
日
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動

【
練
馬
小
】

◇
五
日
（
木
）
就
学
時

健
康
診
断
◇
六
日
（
金
）

避
難
訓
練
◇
九
日
（
月
）

委
員
会
活
動
◇
十
一
日

（
水
）
ク
リ
ー
ン
運
動
◇

十
四
日
（
土
）
土
曜
学
校

公
開
。
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
。
講
演
会

【
高
松
小
】

◇
十
一
日
（
水
）
五
年

移
動
教
室
前
検
診
。
ク
ラ

ブ
活
動
◇
十
二
日
（
木
）

〜
十
四
日
（
土
）
五
年
移

動
教
室
◇
十
八
日
（
水
）

ク
ラ
ブ
活
動

【
北
原
小
】

◇
十
二
日
（
木
）
安
全

指
導
◇
十
三
日
（
金
）
〜

十
四
日
（
土
）
展
覧
会
◇

十
六
日
（
月
）
避
難
訓
練

【
豊
溪
小
】

◇
十
二
日
（
木
）
就
学

時
健
康
診
断
◇
十
三
日

（
金
）
〜
十
四
日
（
土
）

学
芸
会
◇
十
九
日
（
木
）

避
難
訓
練

【
旭
町
小
】

◇
九
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
十
日
（
火
）
安
全

指
導
◇
十
一
日
（
水
）
避

難
訓
練
◇
十
四
日
（
土
）

学
校
公
開

【
成
増
小
】

◇
六
日
（
金
）
避
難
訓

練
。
に
じ
色
班
会
食
と
遊

び
◇
九
日
（
月
）
委
員
会

活
動
◇
十
日
（
火
）
六
年

社
会
科
見
学
◇
十
三
日

（
金
）
就
学
時
健
康
診
断

◇
十
六
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
十
七
日
（
火
）
四

年
科
学
館
移
動
教
室
◇
十

九
日
（
木
）
安
全
指
導  

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
六
日
（
火
）
避
難
訓

練
。
一
年
貧
血
検
査
◇
九

日
（
月
）
〜
十
四
日
（
土
）

三
年
進
路
面
談
◇
十
七
日

（
火
）
安
全
指
導
◇
十
八

日
（
水
）
〜
十
九
日
（
月
）

一
・
二
年
中
間
考
査
◇
十

八
日
（
水
）
〜
二
十
日

（
火
）
三
年
中
間
考
査

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
六
日
（
金
）
一
年
校

外
学
習
◇
十
二
日
（
木
）

避
難
訓
練
◇
十
四
日
（
土
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

◇
十
八
日
（
水
）
〜
十
九

日
（
木
）
中
間
考
査

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
六
日
（
火
）
一
年
ク

リ
ー
ン
運
動
◇
九
日
（
月
）

安
全
指
導
◇
十
二
日
（
木
）

〜
十
四
日
（
土
）
中
間
考

査
◇
十
三
日
（
金
）
Ｆ
組

合
同
文
化
発
表
会
◇
十
九

日
（
木
）
Ｆ
組
・
一
年
歯

科
検
診

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
九
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
十
四
日
（
土
）
学
校

公
開
◇
十
六
日
（
月
）
〜

十
八
日
（
水
）
中
間
考
査

◇
十
八
日
（
水
）
避
難
訓

練
◇
十
九
日
（
木
）
小
中

合
同
ク
リ
ー
ン
運
動

【
田
柄
中
】

◇
九
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
十
四
日
（
土
）
一
年

ク
リ
ー
ン
運
動
◇
十
六
日

（
月
）
避
難
訓
練
◇
十
八

日
（
水
）
〜
二
十
日
（
金
）

冬
考
査

【
練
馬
中
】

◇
五
日
（
木
）
〜
十
二

日
（
木
）
三
年
三
者
面
談

◇
六
日
（
金
）
舞
台
発
表

会
◇
十
二
日
（
木
）
安
全

指
導
◇
十
三
日
（
金
）
五

組
合
同
文
化
発
表
会
◇
十

六
日
（
月
）
〜
十
八
日

（
水
）
三
年
中
間
考
査
◇

十
六
日
（
月
）
〜
十
七
日

（
水
）
一
・
二
年
中
間
考

査
【
練
馬
東
中
】

◇
十
一
日
（
水
）
一
年

貧
血
検
査
◇
十
四
日
（
土
）

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

◇
十
八
日
（
水
）
〜
二
十

日
（
金
）
三
年
定
期
考
査

◇
十
九
日
（
木
）
〜
二
十

日
（
金
）
一
・
二
年
定
期

考
査【

谷
原
中
】

◇
十
一
日
（
水
）
〜
十

二
日
（
木
）
一
・
二
年
中

間
考
査
◇
十
一
日
（
水
）

〜
十
三
日
（
金
）
三
年
中

間
考
査
◇
十
三
日
（
金
）

Ｆ
組
合
同
文
化
発
表
会
◇

十
四
日
（
土
）
授
業
参
観

◇
十
六
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
十
八
日
（
水
）
避
難

訓
練
◇
十
九
日
（
木
）
一

年
歯
科
指
導
。
二
年
上
級

学
校
訪
問
。
三
年
伝
統
文

化
体
験

【
豊
渓
中
】

◇
五
日
（
木
）
〜
十
一

日
（
水
）
三
年
進
路
面
談

◇
十
一
日
（
水
）
避
難
訓

練
◇
十
七
日
（
火
）
〜
十

九
日
（
木
）
定
期
考
査
◇

十
九
日
（
木
）
セ
ー
フ
テ

ィ
教
室

【
八
坂
中
】

◇
六
日
（
金
）
委
員
会

活
動
◇
十
四
日
（
土
）
道

徳
授
業
地
区
公
開
講
座
◇

十
八
日
（
水
）
〜
二
十
日

（
金
）
三
年
中
間
考
査
◇

十
九
日
（
木
）
〜
二
十
日

（
金
）
一
・
二
年
中
間
考

査

【
光
丘
高
】

◇
七
日
（
土
）
学
校
説

明
会
◇
九
日
（
月
）
〜
十

三
日
（
金
）
面
談
週
間
◇

十
六
日
（
月
）
〜
二
十
日

（
金
）
授
業
公
開
週
間

【
練
馬
高
】

◇
六
日
（
金
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
◇
六
日
（
金
）

〜
十
二
日
（
木
）
面
談
週

間
◇
十
日
（
土
）
二
年
保

護
者
会

【
田
柄
高
】

◇
六
日
（
金
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
◇
七
日
（
土
）

授
業
公
開
。
学
校
説
明
会

◇
十
一
日
（
水
）
一
年
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
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○

○

き
　
く

数
多
な
人
が
集
い

町
を
創
っ
て
い
る

足
並
み
揃
え

目
だ
た
ず
　
善
良

天
空
か
ら
見
る
と

美
し
い

争
い
を
知
ら
ぬ

世
界
　
　
驚
愕



秋
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
七
五

三
の
着
付
と
セ
ッ
ト
。
七
歳

は
通
常
一
万
五
千
円
が
一
万

円
、
五
・
三
歳
は
八
千
円
が

各
五
千
円
で
見
違
え
る
程
か

わ
い
く
仕
上
が
る
。

お
待
た
せ
し
な
い
を
モ
ッ

ト
ー
に
予
約
を
優
先
。
早
朝

で
も
七
五
三
、
成
人
式
、
卒

業
式
等
の

支
度
が
依

頼

で

き

る
。

店

主

は
、
日
本

橋
三
越
デ

パ
ー
ト
の

美
容
室
で
、
活
躍
し
て
き
た

幅
　
芳
子
さ
ん
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を

取
得
。
車
椅
子
で
の
送
迎
や
、

出
張
も
た
の
め
る
。
結
婚
式

や
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席

す
る
人
々
の
お
支
度
に
は
、

一
世
一
代
の
「
お
し
や
れ
」

を
満
喫
で
き
る
よ
う
に
と
、

骨
折
っ
て
く
れ
る
。
誰
よ
り

も
目
立
つ
よ
う
に
、
と
、
笑

顔
が
ま
ぶ
し
い
。

今
秋
も
、
カ
ラ
ー
に
力
を

入
れ
る
。
「
お
客
さ
ま
と
ご

相
談
し
な
が
ら
色
が
決
め
ら

れ
る
の
で
安
心
で
す
。
当
店

で
初
め
て
カ
ラ
ー
を
す
る
方

に
は
、
五
百
円
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
、

持
ち
込
み
カ
ラ
ー
の
場
合

は
、
千
五
百
円
で
す
」

三
人
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
容

業
に
誇
り
を
持
つ
職

人
。
話
し
か
け
る
内

容
も
、
お
客
さ
ま
た

ち
を
知
り
つ
く
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
の
話

題
…
身
に
付
い
た
接

客
サ
ー
ビ
ス
に
頭
が

下
が
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
通
え
な
く

な
っ
た
方
の
た
め
の
出
張
カ

ッ
ト
や
お
顔
そ
り
の
注
文

が
、
平
日
後
を
絶
た
な
い
。

「
自
宅
ま
で
来
て
く
だ
さ

る
の
で
、
真
に
助
か
り
ま
す
。

予
約
制
な
の
で
時
間
を
有
効

に
使
え
、
感
謝
し
て
ま
す
」

お
客
さ
ま
の
笑
顔
も
グ
ー
。

男
性
カ
ッ
ト
・
シ
ャ
ン
プ

ー
・
顔
剃
り
・
ブ
ロ
ー
付
き

調
髪
が
二
千
円
に
は
お
ど
ろ

く
。
プ
ラ
ス
親
切
丁
寧
。
し

か
も
六
十
歳
以
上
の
方
は
平

日
千
七
百
円
で
さ
っ
ぱ
り
出

来
る
。
中
学
生
は
千
六
百
円
。

女
性
た
ち
に
も
人
気
の
え

り
剃
り
付
き
カ
ッ
ト
・
顔
剃

り
・
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ
ッ
サ

ー
ジ
・
白
髪
ぼ
か
し
は
各
千

百
円
。

白
髪
染
め
・
カ
ラ
ー
各
三

千
円
。
ヘ
ナ
四
千
円
、
ハ
ー

ブ
カ
ラ
ー
四
千
五
百
円
。
カ

ラ
ー
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
ａ
ｙ
は
、

毎
週
火
・
金
曜
日
と
第
一
土

曜
日
で
五
百
円
引
き
に
な
る
。

ス
ゴ
イ
。

パ
ー
マ
四
千
円
。

同
店
は
大
山
・
稲
田
堤
・

多
摩
区
役
所
前
・
高
津
・
稲

城
市
向
陽
台
に
も
あ
る
。

営
業
時
間
は
九
時
か
ら
十

九
時
三
十
分
。
定
休
日
は
木

曜
。

オ
ー
ナ
ー
は
、
今
年
二
十

五
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
。
お
客

さ
ま
ひ
と
り
一
人
が
大
切
な

宝
。
よ
り
美
し
く
な
ら
れ
ま

す
様
に
と
導
入
し
た
の
が

「
ワ
ン
コ
イ
ン
炭
素
ク
レ
ン

ジ
ン
グ
」。

「
日
常
使
用
し
て
い
る
水

道
水
に
含
ま
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
の
除
去
、
頭
皮

と
毛
髪
に
付
着
し

た
必
要
の
無
い
古

い
脂
質
（
過
酸
化

脂
質
）
や
角
質
を

除
去
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
本
来
の
髪

質
（
素
の
髪
）
へ
戻
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
そ
の
他
ヘ
ア

カ
ラ
ー
や
パ
ー
マ
に
よ
る
残

留
ア
ル
カ
リ
の
除
去
、
ス
タ

イ
リ
ン
グ
剤
の
使
用
で
残
留

し
て
し
ま
う
油
分
や
ポ
リ
マ

ー
の
除
去
も
出
来
ま
す
」

お
顔
の
手
入
れ
だ
け
で
な

く
、
髪
を
い
た
わ
り
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
み
て

…
。

 

ワ
ン
コ
イ
ン
で
素
の
髪
美
人

カ
ラ
ー
、
初
め
て
の

総
合
調
髪
２
０
０
０
円
の
み

見
違
え
る
七
五
三
の
お
支
度

 

 
  

方
に
割
引

次
回
の
来
店
を
楽
し
み
に

待
つ
カ
ッ
ト
専
門
店
「
カ
ッ

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
は
、
光

が
丘
消
防
署
前
信
号
際
に
あ

る
。開

店
以
来
四
年
余
り
、

ス
タ
ッ
フ
は
三
人
で
そ
れ

ぞ
れ
が
常
連
さ
ん
を
も

ち
、
根
づ
い
て
い
る
。

幼
児
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
の
椅
子
＝
写
真
＝
を

利
用
、
お
し
ゃ
れ
な
方
た

ち
に
は
、
座
席
の
前
面
に

あ
る
大
鏡
の
裏
が
ロ
ッ
カ

ー
に
な
っ
て
お
り
、
安

心
・
安
全
と
評
判
。

料
金
は
千
八
十
円
だ
が

サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
を
発
行
し

て
お
り
二
十
回
押
印
さ
れ
る

と
次
回
が
無
料
に
な
る
の

で
、
一
回
千
二
十
六
円
。
し

か
も
、
カ
ー
ド
は
家
族
で
使

用
で
き
る
。
九
時
か
ら
十
九

時
（
受
付
十
五
分
前
ま
で
）

営
業
。
年
中
無
休
。

愛
さ
れ
続
け
る
カ
ッ
ト
の
店



練
馬
春
日
町
駅
前
で
お
し

ゃ
れ
な
方
の
為
の
美
容
室

を
、
上
等
な
環
境
で
提
供
し

つ
つ
洗
練
さ
れ
た
技
術
と
サ

ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
い
る
。

ハ
ホ
ニ
コ
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
二
千
七
百

円
よ
り
を
導
入
し
た

と
こ
ろ
、
ツ
ヤ
・
ハ

リ
・
コ
シ
が
出
た
と

口
込
み
で
人
気
が
継

続
し
て
い
る
。

店
内
は
、
駅
前
と

思
え
な
い
静
け
さ
。

丁
寧
に
素
敵
な
貴
方

に
仕
上
げ
て
く
れ

る
。

シ
ャ
ン
プ
ー
・
ブ
ロ
ー
込

み
カ
ッ
ト
、
四
千
九
十
円
よ

り
。
パ
ー
マ
、
八
千
百
円
よ

り
。
縮
毛
矯
正
は
カ
ッ
ト
別

で
一
万
二
千
九
百
六
十
円
よ

り
。
カ
ラ
ー
、
五
千
四
百
円

よ
り
。
い
ず
れ
も
ロ
ン
グ
は

別
料
金
。

光
が
丘
秋
の
陽
小
学
校
校

庭
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
「
髪
工
房
」
が
こ

の
四
月
、
四
周
年
を
迎
え
税

込
み
メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
し

た
。
一
番
人
気
は
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
三
千
二
百
円
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
四
千
四
百
円
、

カ
ッ
ト
・
ワ
ン
シ
ャ

ン
プ
ー
二
千
三
百

円
。
カ
ッ
ト
の
み
な

ら
襟
剃
り
付
き
で
千

七
百
円
。

根
強
い
人
気
の
レ

デ
ィ
ー
ス
シ
ェ
ー
ブ

二
千
五
百
円
。
パ
ッ

ク
付
き
だ
と
三
千

円
。子

ど
も
は
小
学
生
以
下
カ

ッ
ト
の
み
千
五
百
円
、
小
学

生
二
千
円
、
高
校
生
二
千
九

百
円
だ
が
ノ
ー
シ
ャ
ン
プ

ー
、
ノ
ー
シ
ェ
イ
ブ
だ
と
百

円
が
値
引
き
さ
れ
る
。

平
日
は
、
四
年
間
変
わ
ら

な
い
店
長
が
一
人
で
頑
張
っ

て
い
る
。

開
店
以
来
「
あ
な
た
の
髪

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
光
が

丘
住
民
た
ち
の
オ
ア
シ
ス
と

し
て
愛
さ
れ
続
け
て
い
る

「
ワ
イ
ズ
ヘ
ア
」。

シ
ャ
ン
プ
ー
剤
な
ど

は
お
客
さ
ま
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
対

応
し
て
い
る
。
な
に
よ

り
シ
ャ
ン
プ
ー
の
技
術

は
抜
群
。
自
分
で
は
落

と
せ
な
い
汚
れ
を
、
強

く
、
弱
く
、
丁
寧
に
優

し
く
扱
っ
て
く
れ
る
の

で
、
ス
ッ
キ
リ
と
仕
上

が
る
。

そ
の
後
の
カ
ッ
ト
や
パ
ー

マ
、
カ
ラ
ー
、
縮
毛
矯
正
、

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
安
心
し

て
任
せ
ら
れ
る
。

店
は
光
が
丘
消
防
署
前
、

営
業
時
間
は
平
日
九
時
か
ら

二
十
時
、
土
・
日
・
祝
日
は

十
九
時
ま
で
。

駐
車
場
完
備
。

カ
ッ
ト
と
カ
ラ
ー
の
専
門

店
「
グ
リ
ー
ン
」
は
、
練
馬

春
日
町
エ
リ
ム
タ
ワ
ー
の
一

階
。
年
中
無
休
で
平
日
は
九

時
か
ら
二
十
時
ま
で
土
・

日
・
祝
日
は
十
九
時
ま
で
。

カ
ッ
ト
千
円
、
カ
ラ

ー
・
白
髪
染
め
は
二
千
九

百
円
か
ら
、
カ
ラ
ー
剤
を

持
ち
込
め
ば
二
千
五
百
円

か
ら
。

よ
り
輝
く
髪
を
ご
希
望

の
方
に
は
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
を
お
す
す
め
す
る
。
ツ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
十
分
か
ら

十
五
分
で
千
円
。
プ
レ
ミ

ア
ム
コ
ー
ス
に
な
る
と
十

五
分
か
ら
二
十
分
で
二
千
五

百
円
。

仕
上
が
り
に
納
得
し
に
く

い
場
合
は
、
一
週
間
以
内
な

ら
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
く

れ
る
。

◆
小
竹
向
原
店
と
千
川
店

も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

美
容
室
「
ロ
ー
ジ
ュ
」
の

今
秋
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
成
人

式
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ク
。
ヘ
ア

セ
ッ
ト
・
メ
イ
ク
・
着
付
・

髪
飾
り
（
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
）
・
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
シ
ェ

ー
ビ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト
が
付
い

て
二
万
八
千
円
。

何
も
か
も
こ
こ
で
済

ま
せ
ら
れ
る
の
で
、
当

日
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

式
に
出
席
で
き
る
。
予

約
を
受
付
中
。

店
は
、
豊
島
園
通
り
、

バ
ス
停
第
七
出
張
所
下

車
１
分
。

そ
の
他
、
通
常
は
、

予
約
な
し
で
行
っ
て
も
ス
タ

ッ
フ
達
の
笑
顔
が
待
っ
て
い

て
、
忙
し
い
方
に
も
嬉
し
い
。

カ
ッ
ト
は
ワ
ン
シ
ャ
ン
プ

ー
・
ブ
ロ
ー
付
き
四
千
九
十

円
。
パ
ー
マ
八
千
六
百
四
十

円
。
グ
レ
ー
カ
ラ
ー
五
千
九

百
四
十
円
。

火
曜
日
営
業
。
日
・
祝
日

は
休
み
。

一
番
人
気
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

成
人
式
パ
ッ
ク
が
素
晴
ら
し
い

あ
な
た
の
た
め
、
無
休
で
す

洗
練
さ
れ
た
技
術
サ
ー
ビ
ス

「
消
費
税
」
が
無
料
を
貫
く

 



板
橋
の
秋
の
風
物
詩
と

し
て
人
気
の
「
第
44
回
板

橋
区
民
ま
つ
り
」
が
10
月

17
日
（
土
）、
板
橋
区
立

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
（
板
橋

区
栄
町
36
）
前
道
路
の

『
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
』
を

中
心
に
、
周
辺
一
帯
の
８

会
場
で
開
か
れ
た
。
17
・

18
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

延
べ
10
時
間
を
超
え
る
演

目
や
、
１
７
０
店
を
超
え

る
出
店
が
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。

17
日
の
12
時
30
分
、
会

場
の
ひ
と
つ
の
『
お
ま
つ

り
ひ
ろ
ば
』
で
区
立
赤
塚

第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

生
徒
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の

演
奏
で
パ
レ
ー
ド
を
お
こ

な
い
、
第
44
回
板
橋
区
民

ま
つ
り
は
開
幕
し
た
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
坂
本
　
健
板
橋
区
長
は

「
雨
も
な
ん
と
か
あ
が
り
、

44
回
目
の
区
民
ま
つ
り
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
町
に
住
む
皆
さ
ん
が

育
ん
で
き
た
区
民
ま
つ
り

を
通
じ
て
、
板
橋
の
文
化

や
歴
史
に
愛
着
・
誇
り
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
『
お
ま
つ

り
ひ
ろ
ば
』
で
は
、
長
野

県
木
島
平
村
で
発
足
し
た

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
鬼
島

太
鼓
」
に
よ
る
演
奏
、
山

形
県
人
会
に
よ
る
花
笠
お

ど
り
・
よ
さ
こ
い
、
約
８

０
０
人
が
参
加
す
る
圧
巻

の
阿
波
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
。

◇
国
際
光
年
企
画
コ
ー

ナ
ー
＝
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
ロ
ビ
ー
（
板
橋
区
大
山

東
51
ー
１
）
に
て
開
催
。

国
際
光
年
（
科
学
技
術
の

発
展
を
目
指
し
て
国
連
が

定
め
た
も
の
）
を
記
念
し
、

レ
ゴ
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
展
示
や
実
験
キ
ッ
ト
の

販
売
。

◇
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
＝
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

や
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
に
よ
る
実
演
・
競
技

体
験
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
17
日
は
中
西
哲
生
氏

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。

18
日
は
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｒ
Ｏ

Ａ
Ｄ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
　
２
０
１
５
』
と
題
し

て
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
ル

射
撃
の
各
選
手
に
よ
る
実

演
や
競
技
体
験
を
実
施
。

 

 

赤塚第三中学校吹奏楽部のパレード

ステージでのダンス発表

にぎわった物産展 選挙体験ブース

スーパーボールすくいを楽しむ来場者

10月18日、区内最大級の催しである「第38回練馬まつり」
を「としまえん」で開催した。この日、としまえんの入場料は
無料、乗り物1日券も半額となり、まつりの魅力とアトラクシ
ョンのスリルが一度に味わえるとあり、家族連れなど約2万人
（午後1時現在）の人出でにぎわった。
会場内に3か所あるステージには、チアダンスやピップホッ
プダンスなど、区内で活躍する40以上の団体が日頃磨いた演技
の腕前を存分に披露し、観客を楽しませた。また、長野県上田
市、福島県塙町などの地方物産品や練馬区にちなんだ商品、練
馬産野菜などの販売をはじめ、おもちゃづくりや楽器演奏体験
コーナーなど約120の出店が園内に立ち並び、多くの来場者が
商品を買い求めた。
【練馬まつりとは】

「練馬まつり」は、1978（昭和53）年に「練馬区民祭」として
開催され、以来、毎年10月に開催し、練馬の秋の祭典として定
着している。また、今回は「練馬まつり」にあわせて、「練馬
産業見本市ねりまEXPO2015」、「健康フェスティバル」、「ねり
ま・エコスタイルフェア」（会場/としま
えん）と、「練馬アニメカーニバル2015」
（練馬駅北口周辺）を開催した。
主催/練馬まつり推進協議会（練馬まつり
運営スタッフ委員会、練馬区観光協会、
練馬区）

練馬区内消防合同点検を9月26日（土）10時から練馬総合運動場（練馬
2-29）で開催。当日は、前川練馬区長、都・区議会議員、各町会長等、
地域住民たち多数が臨席した。
点検は、練馬・光が丘・石神井3消防団総員713名が平素行っている各

種教育訓練の成果、災害対応能力と士気などの確認。これらは、消防団へ
の理解を深めてもらうことを目的に実施されている。本年は東京消防庁予
防部長が点検者を務め各消防団の部隊検閲が行われた。
その後、現在消防団に配置されているスプレッター、チェーンソー等の

資機材の紹介とスタ
ンドパイプを活用し
た訓練を披露。次に
東京地方に震度6強の
地震が発生したとい
う想定で、消火、救
助、応急救護活動を
地域の市民消火隊、
消防少年団、災害時
支援ボランティアが
連携し、積極的にし
て、果敢な消防活動
訓練が行われた。

練馬区内3消防団713名が合同点検



▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ル
ネ
サ
ン
ス
光
が
丘
（
５

丁
目
）
＝
今
回
の
お
得
は
、

限
定
10
名
さ
ま
で
ゴ
ル
フ

ス
タ
ー
タ
会
員
を
募
集

中
、
期
限
は
27
年
11
月
29

日
18
時
ま
で
。
ク
ラ
ブ
を

握
っ
た
事
の
な
い
方
で
も

コ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
徹

底
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え

る
。
て
ぶ
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
。

レ
ン
タ
ル
も
あ
る
。
さ
ら

な
る
ゴ
ル
フ
ス
タ
イ
ル
の

進
化
を
求
め
る
方
に
は
、

専
用
テ
キ
ス
ト
で
理
論
を

学
び
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
で
ス
イ
ン

グ
チ
ェ
ッ
ク
も
。
期
間
中

な
ら
１
か
月
３
２
６
７

円
。
利
用
開
始
か
ら
３
か

月
間
税
込
９
８
０
０
円
で

受
講
で
き
る
。
但
し
、
入

会
金
３
２
４
０
円
、
事
務

手
数
料
５
４
０
０
円
、
テ

キ
ス
ト
代
１
８
９
０
円
が

必
要
で
６
か
月
以
上
の
在

籍
の
方
に
限
る
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
４
０
０

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人

む
す
び
（
光
が
丘
３
丁
目
）

は
、
１
９
９
９
（
平
成
11
）

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護

事
業
所
。
近
年
活
動
を
続

け
て
い
る
う
ち
介
護
事
業

だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
課
題
に
ぶ
つ
か
り
、
む

す
び
倶
楽
部
を
発
足
さ
せ

た
。
練
馬
区
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
区
民
活
動
支
援
事
業
と

し
て
、
今
回
の
企
画
は
お

と
こ
土
曜
塾
　
昭
和
自
分

史
講
座
「
人
生
い
ろ
い
ろ

〜
昭
和
自
分
史
を
作
ろ
う

〜
」。①

27
年
11
月
14
日

（
土
）
＝
あ
る
昭
和
史

畑
の
向
う
で
東
京
が
燃
え

て
い
た
　
講
師
　
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
時
事
総
研
客

員
研
究
員
　
増
山
栄
太

郎
。
回
想
法
と
そ
の
応
用

思
い
出
を
回
想
す
る
意
義

と
活
用
　
講
師
　
筑
波
大

学
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
ー
推
進

室
助
教
　
臨
床
心
理
士
博

士
（
障
害
科
学
）

河
野

禎
之
　
②
11
月
21
日
＝
自

分
史
文
章
講
座
　
短
文
実

例
研
究
　
一
つ
の
テ
ー
マ

を
ま
と
め
る
コ
ツ
　
講
師

読
売
新
聞
東
京
本
社
・
学

事
支
援
部
専
任
無
長
　
佐

藤
　
伸
　
実
践
研
究
　
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
テ
ー
マ

設
定
す
る
　
③
11
月
28

日
＝
実
践
研
究
16
ペ
ー
ジ

自
分
史
作
成
法
　
構
成
を

中
心
に
考
え
る
　
講
師

実
行
委
員
会
委
員
　
同
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
作
文
事

例
の
読
み
合
わ
せ
検
討
・

合
評
会
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
　
実
行
委
員
会
委
員

④
12
月
12
日
＝
文
章
講
座

伝
え
た
い
こ
と
、
言
い
た

い
こ
と
は
十
分
に
伝
わ
っ

て
い
る
か
　
講
師
　
佐
藤

伸
　
実
践
研
究
　
講

師
・
塾
生
に
よ
る
作
例
検

討
会
　
⑤
28
年
１
月
23

日
＝
合
作
品
発
表
と
優
秀

作
品
の
表
彰

全
５
回
８
０
０
０
円
。

定
員
塾
生
30
名
、
対
象
は

練
馬
区
民
の
男
性
。
主
催
、

定
年
お
や
じ
が
元
気
な
会

「
昭
和
自
分
史
講
座
」
実

行
委
員
会
。
会
場
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
む
す
び
（
光
が
丘

３
ー
９
ー
３
　
２
階
）

Tel
（
６
９
０
４
）
３
２
７
５

メ
ー
ル
　m

u
s
u
b
ic
l

u
b
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

 

昭
和
自
分
史
が
８
千
円
で
完
成

ゴ
ル
フ
が
で
き
る
人
に
な
れ
る

▽
㈱
フ
ル
ー
ツ
（
１
丁

目
）
＝
今
治
タ
オ
ル
フ
ェ

ア
を
11
月
15
日
ま
で
開
催

中
、
20
％
か
ら
50
％
Ｏ
Ｆ

Ｆ
で
バ
ス
タ
オ
ル
９
０
０

円
よ
り
等
。
ね
り
丸
お
買

い
物
券
も
使
え
る
。

Tel
（
３
９
７
０
）
５
６
５
６

【
Ｉ
Ｍ
Ａ
中
央
館
】

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ａ
Ｓ
光
が
丘
（
５

階
）
＝
体
験
料
１
０
０
０

円
で
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
Ｈ

Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
・
チ
ア
ダ
ン

ス
・
テ
ニ
ス
・
ス
イ
ミ
ン

グ
が
一
人
一
回
限
り
で
お

試
し
で
き
る
。
対
象
は
ダ

ン
ス
と
ス
イ
ミ
ン
グ
が
３

歳
か
ら
中
学
生
ま
で
、
Ｈ

Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
と
テ
ニ
ス
が

５
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
、

チ
ア
ダ
ン
ス
は
小
学
生
の

み
。
予
約
は
電
話
で
も
Ｏ

Ｋ
。
消
費
税
別
途
。

Tel
（
３
９
７
６
）
２
８
１
１

 

 

３
歳
か
ら
体
験
で
き
る

今
治
タ
オ
ル
が
半
額



大
人
に
な
っ
て
か
ら
、

よ
く
空
を
見
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
い
つ
か
ら
な
の
か
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

教
員
に
な
っ
て
か
ら
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

理
科
の
授
業
で
月
や

星
の
観
察
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
授

業
の
準
備
と
し
て
自
分

で
も
実
際
に
月
や
星
の

観
察
を
し
ま
し
た
。
は

じ
め
は
授
業
の
た
め
に

観
察
し
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
、
今
日

は
雲
一
つ
な
い
青
空
だ

な
と
か
、
今
夜
は
台
風

一
過
で
星
が
よ
く
見
え

る
な
、
な
ど
と
ふ
と
空

を
見
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
先
日
の
ス

ー
パ
ー
ム
ー
ン
も
ち
ょ

う
ど
帰
宅
時
に
よ
く
見

え
た
の
で
、

「
今
な
ら
よ
く
見
え
る
か

ら
、
外
に
出
て
見
て
ご

ら
ん
。」

と
、
す
ぐ
に
自
宅
の
子

供
に
電
話
を
し
ま
し
た
。

旅
行
先
で
も
よ
く
見

ま
す
。
海
や
山
の
景
色

を
楽
し
む
の
と
同
じ
よ

う
に
空
を
見
ま
す
。
そ

こ
に
建
造
物
な
ど
が
見

え
ず
、
空
が
広
く
感
じ

る
と
、
あ
あ
旅
に
来
た

ん
だ
な
と
実
感
し
ま
す
。

特
に
星
や
月
に
詳
し
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
何
と
な
く
眺
め
て

い
る
と
ほ
っ
と
す
る
の

で
す
。

そ
ん
な
広
い
空
が
見

え
る
場
所
が
光
が
丘
に

も
あ
り
ま
す
。
光
が
丘

公
園
で
す
。
見
上
げ
る

と
建
造
物
が
何
も
見
え

ず
、
広
い
空
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。

４
月
に
光
が
丘
第
八

小
学
校
に
着
任
し
て
、

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

実
は
、
教
員
の
頃
も
合

わ
せ
る
と
光
が
丘
の
小

学
校
は
３
校
目
、
今
年

で
13
年
目
に
な
り
ま
す
。

普
段
私
は
自
転
車
で
通

勤
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
の
３
月
ま
で
は
い

つ
も
光
が
丘
公
園
の
中

を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
は
空
を
眺
め
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帰

り
は
の
ん
び
り
自
転
車

を
こ
ぎ
な
が
ら
、
夕
日

に
染
ま
っ
た
空
や
星
空

を
眺
め
、
ほ
っ
と
一
息

つ
い
て
帰
っ
て
い
ま
し

た
。残

念
な
こ
と
に
今
は

通
勤
ル
ー
ト
か
ら
は
外

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

毎
日
光
が
丘
公
園
を
通

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
出
張
で
学
校

か
ら
出
か
け
る
際
に
よ

く
通
り
ま
す
。
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
今
日

も
通
り
ま
し
た
。
い
ち

ょ
う
の
葉
が
黄
色
に
色

づ
き
始
め
、
ぎ
ん
な
ん

が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い

ま
し
た
。

通
勤
ル
ー
ト
か
ら
外

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
最

近
は
光
が
丘
公
園
か
ら

空
を
眺
め
る
こ
と
が
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

息
を
つ
く
暇
が
な
い
ほ

ど
忙
し
い
日
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
と
き
こ

そ
今
は
ち
ょ
っ
と
寄
り

道
に
な
り
ま
す
が
、
帰

り
に
光
が
丘
公
園
へ
行

っ
て
広
い
空
を
眺
め
、

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。１

９
７
３
年
東
京
都

生
ま
れ
　
板
橋
区
在
住

-593-

光
が
丘
第
八
小

学
校
副
校
長

光
が
丘
の
広
い
空後

藤
　
大
輔

光が丘の街に1996（平成8）年、初めてよさこい踊りを導入した鳴
子光丘（現会長・高橋昌和）の創始者である前光が丘新聞社代表取締
役・小山一男（1932～2006）の偉業に感銘した前田侑希が作詞作
曲・振り付けをした♪鳴子の音が響く街、がよさこい祭り・練習で好
評を得ている。前田さんの母親も感動し、広島県呉市の「新星☆ゆず
りはなるこ会」で、世代が違っても、よさこいを愛する思いは同じ、
と、FFで初めて演目に選び6歳から56歳の34人が踊っている。

鳴子の音が響く街
あ～響く　鳴子の音色が　あ～これが　祭りの合図さ
音を鳴らせ　シャンシャンシャン　リズム刻め　シャンシャンシャン
聞こえるだろ　シャンシャンシャン　鳴子の音が響く街
歌え踊れや　心が弾む　街の明かりも　楽しく揺れる
メイクが決まる　舞台にのぼる　さぁさ見せよう　鳴子の舞を
春・夏・秋・冬　季節は過ぎ行く　心も流れ行く　散り散りに
明日を目指せ　シャンシャンシャン　今を刻め　シャンシャンシャン
聞こえるだろ　シャンシャンシャン　鳴子の音が響くマチ
幾千の花びらが　一つに集い　大きな花を　咲かせるように
鳴子の音に　笑顔が集う　こんな景色を　夢見ていたの
音を鳴らせ　シャンシャンシャン　リズム刻め　シャンシャンシャン
聴こえるだろ　シャンシャンシャン　鳴子の音が響くマチ
出会い別れが　嬉しく哀し　それでもココは　笑顔溢れる
鳴子が響く　心に響く　こんな素敵な　場所が出来たよ
あなたが描いた　景色を想い　踊り続けた　今日までの日々
この音が今　届いていますか　あなたが愛した　鳴子よ響け

中
央
は
前
田
侑
希

新
星
☆
ゆ
ず
り
は
な
る
こ
会

と
鳴
子
光
丘
の
メ
ン
バ
ー

 


